
津 久見 市在 宅医 療・ 介護 連携 推進 事業  

メ ディ カル ケア ステ ーシ ョン 運用 ポリ シー  

1 .目 的  

第 1条  こ の 運 用 ポ リ シ ー は 、津 久 見 市 在 宅 医 療・介 護 連 携 推 進 事 業 に お い て 、メ デ ィ

カ ル ケ ア ス テ ー シ ョ ン（ 以 下 、Ｍ Ｃ Ｓ ）で 使 用 さ れ る 機 器 、ソ フ ト ウ エ ア 及 び

運 用 に 必 要 な 仕 組 み 全 般 に つ い て 、 そ の 取 扱 い 及 び 管 理 に 関 す る 事 項 を 定 め 、

Ｍ Ｃ Ｓ を 適 正 に 利 用 す る こ と を 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

2 .法 令 及 び ガ イ ド ラ イ ン  

第 2条  事 業 者 は 医 師 法 、医 薬 品 医 療 機 器 等 法 、個 人 情 報 保 護 法 等 を 遵 守 し 、以 下 の ガ

イ ド ラ イ ン を 十 分 に 理 解 し た う え で 、 Ｍ Ｃ Ｓ を 利 用 す る こ と と す る 。  

・ 医 療 情 報 シ ス テ ム の 安 全 管 理 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン  最 新 版  

・医 療・介 護 関 係 事 業 者 に お け る 個 人 情 報 の 適 正 な 取 り 扱 い の た め の ガ イ ダ ン

ス  最 新 版  

3 .利 用 申 し 込 み  

第 3条  新 た に Ｍ Ｃ Ｓ を 利 用 す る 事 業 所 は 津 久 見 市 在 宅 医 療・介 護 連 携 推 進 事 業・推 進

会 議 に 対 し て「 利 用 申 込 書 」及 び「 連 携 守 秘 誓 約 書 」を 提 出 し 、Ｍ Ｃ Ｓ の 適 正

な 運 用 に 努 め る も の と す る 。  

・ Ｍ Ｃ Ｓ 利 用 登 録 申 込 書 【 別 紙 様 式 １ 】  

・ Ｍ Ｃ Ｓ 利 用 に 係 る 連 携 守 秘 誓 約 書 【 別 紙 様 式 ２ 】  

4 .連 携 元 事 業 所  

第 4条  患 者（ 利 用 者 ）の 情 報 共 有 を 行 う 場 合 は 、該 当 す る 患 者（ 利 用 者 ）を 管 理 す る

事 業 所 が「 連 携 元 事 業 所 」と な り 、患 者（ 利 用 者 ）情 報 の 管 理 及 び 参 加 メ ン バ

ー の 管 理 を 行 う 。  

5 .連 携 元 事 業 所 の 責 務  

第 5条  連 携 元 事 業 所 は 、 以 下 の 業 務 を 行 う 。  

・ Ｍ Ｃ Ｓ の グ ル ー プ 登 録 （ 利 用 者 、 自 由 グ ル ー プ ） 及 び 削 除 管 理  

・ Ｍ Ｃ Ｓ の 各 グ ル ー プ へ の ユ ー ザ ー の 招 待 及 び 解 除  

6 .患 者 （ 利 用 者 ） 同 意  

第 6条  連 携 元 事 業 所 は 、Ｍ Ｃ Ｓ で 情 報 共 有 を 行 う に あ た っ て 、患 者（ 利 用 者 ）も し く

は そ の 家 族 と 「 利 用 同 意 書 」 を 交 わ し 、 双 方 が 所 持 す る も の と す る 。  

・在 宅 医 療・介 護 連 携 の た め の Ｍ Ｃ Ｓ に お け る 個 人 情 報 使 用 同 意 書【 別 紙 様 式

４ 】  

7 .Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 の 設 置  

第 7条  事 業 所 管 理 者 は 、 必 要 な 情 報 に ア ク セ ス が 許 可 さ れ て い る 従 事 者 だ け が ア ク

セ ス で き る 環 境 を 維 持 す る た め に 、Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 を 設 置 し 、Ｍ Ｃ Ｓ の 管 理 運 用

を 行 う 。  

8 .Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 の 責 務  

第 8条  Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 は Ｍ Ｃ Ｓ の 適 正 な 利 用 が さ れ る よ う に 、 以 下 の 業 務 を 行 う 。  

・ Ｍ Ｃ Ｓ の 患 者 （ 利 用 者 ） 情 報 、 個 人 情 報 等 の 管 理 全 般  

・ Ｍ Ｃ Ｓ で 利 用 す る Ｉ Ｔ 機 器 の 管 理  

・ Ｍ Ｃ Ｓ の Ｉ Ｄ の 管 理  

・ Ｍ Ｃ Ｓ の 各 グ ル ー プ へ 招 待 さ れ た メ ン バ ー の 招 待 承 認 及 び 解 除  

・ Ｍ Ｃ Ｓ へ の 事 業 所 内 ス タ ッ フ 登 録 及 び 削 除  

・ Ｍ Ｃ Ｓ の グ ル ー プ 登 録 （ 患 者 、 自 由 グ ル ー プ ） 及 び 削 除 管 理  

・ Ｍ Ｃ Ｓ へ 書 き 込 ま れ た 情 報 の 監 視 及 び 削 除  

9 .ス タ ッ フ 誓 約 書 と 教 育  

第 9条  事 業 所 管 理 者 は 、 Ｍ Ｃ Ｓ を 利 用 す る 従 事 者 と 守 秘 義 務 に 関 す る 誓 約 書 を 交 わ

す と と も に 、Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 及 び ユ ー ザ ー に 対 し て 定 期 的 に 教 育 を 行 う こ と 。な

お 、既 に 守 秘 義 務 に 関 す る 誓 約 書 を 取 り 交 わ し て い る 場 合 は 、省 略 で き る も の

と す る 。  

従 事 者 誓 約 書 の 記 載 内 容 の ポ イ ン ト は 以 下 の と お り で あ る  

1.利用登録申込書（様式1）.docx
1.利用登録申込書（様式1）.docx
2.利用に係る連携守秘誓約書（様式2）.docx
4.【患者】個人情報使用同意書（様式4）.docx
4.【患者】個人情報使用同意書（様式4）.docx


・ 従 事 者 誓 約 書 【 別 紙 様 式 ３ 】  

（ 1）  従 事 者 は 、就 業 規 則 や マ ニ ュ ア ル な ど の 諸 規 定 を 遵 守 し 、患 者（ 利 用 者 ）

等 の 個 人 情 報 の み な ら ず 、事 業 所 内 で 知 り 得 た 業 務 に 関 連 す る 一 切 の 情

報 を も 漏 え い し て は な ら な い 。  

（ 2）  退 職 後 も 知 り 得 た 情 報 を 漏 え い し な い 。  

（ 3）  Ｉ Ｔ 機 器 に つ い て 、 適 正 な 取 り 扱 い 及 び 管 理 を 行 う 。  

（ 4）  事 業 者 が 定 め た 利 用 目 的 外 で の 使 用 を 禁 止 す る 。  

（ 5）  患 者 （ 利 用 者 ） そ の 他 の 第 三 者 の プ ラ イ バ シ ー 、 そ の 他 の 権 利 を 侵 害 す

る よ う な 行 為 を 一 切 し な い 。  

1 0 .Ｍ Ｃ Ｓ 利 用 上 の 留 意 事 項  

第 1 0条  連 携 元 事 業 者 、Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 及 び ユ ー ザ ー は 別 紙「 Ｍ Ｃ Ｓ 利 用 上 の 留 意 事 項 」

に 留 意 し て Ｍ Ｃ Ｓ を 利 用 す る 。  

1 1 .Ｉ Ｄ ・ パ ス ワ ー ド の 管 理  

第 1 1条  Ｍ Ｃ Ｓ の Ｉ Ｄ 及 び パ ス ワ ー ド に つ い て は 、 以 下 の 事 項 に よ り 管 理 す る こ と を

推 奨 す る 。  

（ 1）  パ ス ワ ー ド は メ モ を 残 し た り せ ず 、人 目 に ふ れ な い よ う に 細 心 の 注 意 を

払 っ て ユ ー ザ ー 個 人 が 管 理 し 共 有 し な い 。  

（ 2）  一 つ の Ｉ Ｄ を 複 数 人 で 共 有 し な い 。  

（ 3）  パ ス ワ ー ド は 、英 数 混 合 8 ケ タ 以 上 と し 、定 期 的（ 最 長 で 2 ヶ 月 に 1 回 ）

に 変 更 す る 。  

（ 4）  利 用 が 終 わ っ た ら 必 ず ロ グ ア ウ ト す る 。  

（ 5）  パ ソ コ ン の 場 合 、 離 席 時 に 必 ず ロ グ ア ウ ト す る 。  

（ 6）  ス マ ホ 、 タ ブ レ ッ ト や パ ソ コ ン な ど 、 利 用 す る す べ て の 端 末 に は ロ ッ ク

を か け る 。  

（ 7）  類 測 さ れ や す い パ ス ワ ー ド を 使 用 し な い こ と 。  

（ 8）  類 似 の パ ス ワ ー ド を 繰 り 返 し 使 用 し な い こ と 。  

1 2 . I T 機 器 の セ キ ュ リ テ ィ 対 策  

第 1 2条  Ｉ Ｔ 機 器 の セ キ ュ リ テ ィ 対 策 に つ い て は 、 以 下 の 事 項 に よ り 管 理 す る こ と を

推 奨 す る 。  

（ 1）  情 報 機 器 に 対 し て 起 動 時 パ ス ワ ー ド （ 英 数 混 合 8 文 字 以 上 ） を 設 定 す る

こ と 。 設 定 に あ た っ て は 推 定 し や す い パ ス ワ ー ド を 避 け 、 定 期 的 に パ ス

ワ ー ド を 変 更 す る こ と 。  

（ 2）  情 報 機 器 に は 、 例 え ば フ ァ イ ル 交 換 ソ フ ト （ W i n n y 等 ） を イ ン ス ト ー ル

し な い こ と 。  

（ 3）  情 報 機 器 に は 適 切 な ウ イ ル ス 対 策 ソ フ ト を イ ン ス ト ー ル す る こ と 。  

（ 4）  ブ ラ ウ ザ は Ｉ Ｄ や パ ス ワ ー ド を 記 憶 す る 設 定 に し な い こ と 。  

（ 5）  Ｍ Ｃ Ｓ の 操 作 に お い て は 、定 め ら れ た 手 順 を 守 り 、情 報 の ダ ウ ン ロ ー ド 、

コ ピ ー や ス ク リ ー ン シ ョ ッ ト の 取 得 を 行 わ な い こ と 。  

（ 6）  情 報 及 び 情 報 機 器 を 持 ち 出 す 場 合 に は 、 持 ち 出 す 情 報 の 内 容 、 格 納 す る

媒 体 、 持 ち 出 す 目 的 、 期 間 等 を 書 式 で Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 に 届 け 出 て 、 承 認 を

得 る こ と 。  

（ 7）  ユ ー ザ ー 個 人 所 有 の 端 末 を 業 務 で 使 用 す る 場 合 に は 、事 業 者 ご と の 判 断

で 紛 失 時 等 の 情 報 漏 洩 リ ス ク を 考 慮 し 、 同 様 の 運 営 を 行 う も の と す る 。 

（ 8）  無 線 Ｌ Ａ Ｎ （ Ｗ ｉ － Ｆ ｉ ） に 接 続 し て 利 用 す る 場 合 、 正 体 不 明 等 の 信 頼

で き な い 無 線 Ｌ Ａ Ｎ に 接 続 し て 利 用 し な い こ と 。  

1 3 .そ の 他  

第 1 3条  そ の 他 、 こ の 規 定 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 が あ る 場 合 は 、 事 業 者 が こ れ を 別

に 定 め る こ と が で き る 。  

 

 

 

附 則  

第 1条  こ の 規 定 は 2 0 2 2 年 3 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  

3.業務情報保持に関する誓約書（様式3）.docx


 

Ｍ Ｃ Ｓ 利 用 上 の 留 意 事 項  

 

1 .  連 携 元 事 業 所  

（ 1） Ｍ Ｃ Ｓ で 患 者（ 利 用 者 ）単 位 の グ ル ー プ を 作 り 、そ れ ぞ れ の 患 者（ 利 用 者 ）ご

と に ア ク セ ス す る 必 要 の あ る 事 業 所 内 外 の 医 療 介 護 従 事 者 の み を 招 待 し て 患

者（ 利 用 者 ）単 位 の チ ー ム を 作 る 。１ つ の グ ル ー プ で 複 数 の 患 者（ 利 用 者 ）個

人 情 報 が 混 在 す る よ う な 適 用 は 避 け る 。  

（ 2） 連 携 元 事 業 者 は 、該 当 す る ユ ー ザ ー が 辞 め た 時 や 担 当 か ら 外 れ た 時 に は 、ス タ

ッ フ 削 除 や 参 加 し て い る 患 者（ 利 用 者 ）グ ル ー プ の メ ン バ ー か ら 解 除 す る な ど

適 切 な 処 理 を 行 う 。ま た 定 期 的 に 、患 者（ 利 用 者 ）グ ル ー プ ご と に 、参 加 し て

い る メ ン バ ー が 適 切 で あ る か ど う か の 精 査 を 行 う 。  

2 .  Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者  

（ 1） Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 は 、 Ｍ Ｃ Ｓ を 利 用 し な く な っ た 患 者 （ 利 用 者 ） に つ い て 、「 保 管

機 能 」 を 使 っ て 速 や か に 保 管 庫 に 移 す 。  

（ 2） Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 は 、Ｍ Ｃ Ｓ の 安 全 か つ 適 正 な 運 用 管 理 を 図 り 、ユ ー ザ ー の 不 正 利

用 が 発 生 し た 場 合 等 は 、 そ の ユ ー ザ ー の Ｍ Ｃ Ｓ の 利 用 を 制 限 も し く は 禁 止 す

る 権 限 を 有 す る 。  

（ 3） Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 も 以 下 に 示 す Ｍ Ｃ Ｓ ユ ー ザ ー の 利 用 方 法 を 遵 守 す る 。  

3 .  Ｍ Ｃ Ｓ ユ ー ザ ー  

（ 1） 情 報 セ キ ュ リ テ ィ に 十 分 に 注 意 し 、 Ｍ Ｃ Ｓ の Ｉ Ｄ や パ ス ワ ー ド を 事 業 所 ス タ

ッ フ を 含 む ユ ー ザ ー 本 人 以 外 の 者 に 利 用 さ せ た り 、 情 報 提 供 し て は な ら な い 。 

（ 2） 患 者（ 利 用 者 ）グ ル ー プ に 招 待 を 受 け た ユ ー ザ ー は 、自 分 が そ の 患 者（ 利 用 者 ）

グ ル ー プ に 参 加 す る こ と が ふ さ わ し い か ど う か を 判 断 し て か ら 、 招 待 の 受 理

を 行 う 。  

（ 3） 各 患 者（ 利 用 者 ）グ ル ー プ へ の 書 き 込 み は 、Ｍ Ｃ Ｓ の 位 置 づ け を 十 分 理 解 し た

上 で 、 適 切 な 範 囲 内 で の 情 報 提 供 の 場 と し て 利 用 す る 。（ 誹 謗 中 傷 は 厳 禁 ）  

（ 4） Ｍ Ｃ Ｓ の グ ル ー プ ご と に 常 に 誰 が 参 加 し て い る の か を わ か り や す く す る た め

に も 、Ｍ Ｃ Ｓ の 個 人 設 定 で 、ス タ ッ フ ご と に プ ロ フ ィ ー ル 、顔 写 真 を 登 録 す る 。 

（ 5） 自 分 が 担 当 を 外 れ た 場 合 に は 、該 当 す る グ ル ー プ か ら 、速 や か に メ ン バ ー か ら

「 解 除 」 を 行 う 。  

（ 6） 事 業 所 を 退 職 し た 時 な ど 、Ｍ Ｃ Ｓ を 利 用 す る 必 要 が 無 く な っ た 時 は 、事 業 所 か

ら 貸 与 さ れ て い る 端 末 が あ れ ば 返 却 し 、ス タ ッ フ 誓 約 書 に 基 づ い て 、必 要 な 手

続 き を 行 う 。  

（ 7） Ｍ Ｃ Ｓ ユ ー ザ ー は 、書 き 込 み に 際 し て 、確 定 操 作（ 入 力 情 報 が 正 し い 事 を 確 認

す る 操 作 ） を 行 っ て 、 入 力 情 報 に 対 す る 責 任 を 明 示 す る こ と 。  

（ 8） Ｍ Ｃ Ｓ ユ ー ザ ー は 、 与 え ら れ た ア ク セ ス 権 限 を 越 え た 操 作 を 行 わ な い こ と 。  

（ 9） Ｍ Ｃ Ｓ ユ ー ザ ー は 、Ｍ Ｃ Ｓ の シ ス テ ム 異 常 を 発 見 し た 場 合 、ま た は 使 用 す る 機

器 が 紛 失 も し く は 盗 難 等 に あ っ た 場 合 に は 、 速 や か に Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 に 報 告 し 、

そ の 指 示 に 従 う こ と 。  

（ 1 0）  Ｍ Ｃ Ｓ ユ ー ザ ー は 、 不 正 ア ク セ ス を 発 見 し た 場 合 、 速 や か に Ｍ Ｃ Ｓ 管 理 者 に

連 絡 し そ の 指 示 に 従 う こ と 。  

（ 1 1）  Ｍ Ｃ Ｓ 内 の フ ァ イ ル を ダ ウ ン ロ ー ド す る 場 合 、 信 頼 で き な い 利 用 者 の も の は

ダ ウ ン ロ ー ド し な い 。  

（ 1 2）  Ｍ Ｃ Ｓ 内 に 投 稿 さ れ た Ｕ Ｒ Ｌ （ リ ン ク ） に つ い て 信 頼 で き な い 利 用 者 の も の

や 怪 し い も の に つ い て は ア ク セ ス し な い 。  

（ 1 3）  Ｍ Ｃ Ｓ の 偽 サ イ ト （ 見 た 目 が Ｍ Ｃ Ｓ そ っ く り な 偽 サ イ ト ） や Ｍ Ｃ Ｓ を 偽 る メ

ー ル 等 に 注 意 す る 。  
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＜別紙様式１＞ 

メディカルケアステーション（ＭＣＳ）利用登録申込書 

 

津久見市在宅医療・介護連携推進事業推進会議 

津久見市役所長寿支援課 

津久見市医師会（事務局） 御中 

 

 本事業所において、メディカルケアステーション（ＭＣＳ）を利用した情報共有を行いたいので、申し込み

ます。 

 

   年   月   日 

 

事業所名：                         

 

管理者氏名：                        （※MCS管理者として登録） 

 

新規登録者（スタッフ）名簿 

氏 名 職 種 メールアドレス 

   

   

   

   

   

   

   

   

※一つのメールアドレスで複数のスタッフでの共有はセキュリティ上認められません。 

※別紙様式２（MCS利用に係る連携守秘誓約書）と一緒に提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提出先】 

津久見市医師会立津久見中央病院 

津久見市在宅医療・介護連携推進事業事務局 

TEL：0972-82-1123  FAX：0972-82-8411 



 

＜別紙様式２＞ 

メディカルケアステーション（MCS）利用に係る連携守秘誓約書 

 

津久見市在宅医療・介護連携推進事業推進会議 

津久見市役所長寿支援課 

津久見市医師会（事務局） 御中 

 

第 1条（連携情報保持の誓約） 

 私は、メディカルケアステーションを利用する事業所の管理者として、メディカルケアステーションを利用

する従事者が法令（法律、政令、省令、条例、規則、告示、通達、事務ガイドライン等を含みます）を遵守す

るとともに、「津久見市在宅医療・介護連携推進事業メディカルケアステーション運用ポリシー」（以下、「運用

ポリシー」という。）に基づき、以下の情報（以下、「連携情報」という。）の一切を許可なく開示、漏えい又は

使用しないよう管理することを誓約します。 

① 患者（利用者）、患者（利用者）の家族及び連携業務に関わる者並びにこれらの関係者の一切の個人情

報（氏名、生年月日、住所、病歴、治療歴、提供するサービスの計画、提供したサービス内容等のほ

か、特定の個人を識別することができるものを含みます） 

② その他連携業務内で知り得た情報（患者（利用者）、患者（利用者）の家族及び連携業務に関わる者並

びにこれらの関係者の一切の情報はもちろんのこと、それ以外の連携業務内における情報も含みます） 

③ その他業務に関連して知り得た情報（業務に関連して第三者から提供された情報を含みますがこれに限

られません） 

第 2条（連携情報の管理等） 

１ 私は、従事者が連携情報（紙媒体のものだけでなく、電子データも含みます）を使用するにあたって、連

携情報を許可なく複写したり、外部に持ち出したり、又は外部に送信したりしないように注意します。 

２ 私は、機器（携帯電話、ノートパソコンを含みますがこれらに限られません）を業務で使用する場合に

は、運用ポリシーに基づき機器の管理を行います。また、許可を得た機器に保存されている情報については、

業務上不要となった時点で速やかに消去するものとします。 

３ 私は、従事者に対して個人情報保護やＩＴ機器のセキュリティについて定期的に教育を実施します。 

第 3条（利用目的以外での使用禁止） 

 私は、当該情報を連携業務以外で利用しないものとし、患者（利用者）その他の第三者のプライバシー、そ

の他の権利を侵害するような行為を一切しないものとします。 

第 4条（退職後の業務情報保持の誓約） 

 私は、連携を離脱した後も、業務情報の一切を、許可なく、開示、漏えい又は使用しないことを誓約しま

す。 

第 5条（損害賠償） 

 私は、本誓約書の各条の規定に違反した場合、誠意をもって協議致します。 

 

   年   月   日 

事業所名：                           

事業所所在地：                         

管理者氏名：                          



＜別紙様式３＞（既に守秘義務に関する誓約書を取り交わしている場合は省略可） 

業務情報保持に関する誓約書 

事業所名：                    

 

管理者：                   様 

 

第 1条（業務情報保持の誓約） 

私は、貴事業所の業務の従業員として、法令（法律、政令、省令、条例、規則、告示、通達、事務ガイドラ

イン等を含みます）及び貴事業所内の諸規定（就業規則、マニュアル等を含みます）を遵守するとともに、以

下の情報（以下、「業務情報」といいます）の一切を、貴事業所の許可なく、開示、譲渡及び使用しないことを

誓約します。 

① 患者（利用者）、患者（利用者）の家族及び貴事業所に関わる者並びにこれらの関係者の一切の個人情

報（氏名、生年月日、住所、病歴、治療歴、提供するサービスの計画、提案したサービス内容等のほ

か、特定の個人を識別することができるものを含みます） 

② その他事業所内知り得た情報（患者（利用者）、患者（利用者）の家族及び貴事業所に関わる者並びに

これらの関係者の一切の情報はもちろんのこと、それ以外の貴事業所内における情報も含みます） 

③ その他業務に関連して知り得た情報（業務に関連して第三者から提供された情報を含みますがこれに限

られません） 

第 2条（情報の管理等） 

1 私は、貴事業所の業務に関連して取得する情報（紙媒体のものだけでなく、電子データも含みます）を貴事

業所の許可なく複写したり、外部に持ち出したり、又は外部に送信したりしないものとします。 

2 私は、貴事業所から貸与を受けた機器（携帯電話、ノートパソコンを含みますがこれらに限られません）以

外の機器を業務で使用する場合には、必ず貴事業所の書面による許可を得るものとし、許可を得た機器以外

の機器に情報を保存しないものとします。 

また、許可を得た機器に保存されている情報については、業務上不要となった時点で速やかに消去するもの

とします。 

３ 私は、貴事業所のシステムにアクセスする際に、与えられたアクセス権限を越えた操作を行ったり、不正 

な手段を用いてアクセスを行ったりしないものとします。 

第 3条（利用目的外での使用の禁止） 

 私は、当該情報を貴事業所が定める目的以外で利用しないものとし、患者（利用者）その他の第三者のプラ

イバシー、その他の権利を侵害するような行為を一切しないものとします。 

第 4条（退職後の業務情報保持の誓約） 

 私は、貴事業所を退職した後も、業務情報の一切を、貴事業所の許可なく、開示、漏えい又は使用しないこ

とを誓約します。 

第 5条（損害賠償） 

 私は、本誓約書の各条の規定に違反した場合、貴事業所が被った一切の損害を賠償することを誓約します。 

 

        年    月    日 

住所：                        

氏名                         



＜別紙様式４＞① 

在宅医療・介護連携のためのメディカルケアステーション（MCS）における個人情報使用同意書 

 

（使用の目的） 

1 患者さん、利用者さんの療養生活をより良くするため、インターネットを活用した連絡手段を使用し、患者

さん、利用者さんの在宅医療・介護・福祉に関わる事業所及び関係者（病院・診療所・薬局・訪問看護ステー

ション・ケアマネージャー、通所サービス、訪問サービス、介護施設等）が医療・介護・福祉の情報共有を行

い、連携を深めることを目的とします。 

 

（使用するインターネットについて） 

2 医療介護従事者の連携を円滑に図るために、医療介護専用に開発された、「メディカルケアステーション

（以下、ＭＣＳといいます）」（株式会社エンブレース提供）を用います。医療介護ならではのセキュリテ

ィ、アクセス制御、管理体制が整った完全非公開型のシステムです。また、災害時等でも医療介護従事者間

での連携が取りやすいように配慮されています。 

 

（使用にあたっての条件） 

1 個人情報の共有は、前述した目的の範囲内で必要最小限の関係者及び内容にとどめ、情報共有の際は関係者

以外には決して漏れることのないよう最新の注意を図ります。MCSで扱う個人情報は、個人情報保護法、

MCS運用ポリシー等に基づき適切に管理します。 

また、患者さん、利用者さんに利用料金がかかることは一切ありません。 

 

（共有される情報について） 

2 共有される情報については以下のとおりです。 

患者氏名、生年月日、年齢、住所、電話番号、病歴、病名、治療や検査の内容（薬剤、処置、血液検査、レ

ントゲン等の画像）、褥瘡等の身体画像、連携者の訪問内容、その他医療・介護・福祉に関係する情報。 

 

（患者さん、利用者さんが有する権利） 

3 患者さん、利用者さんは、ＭＣＳ利用について以下の権利があります。 

・特定の情報共有を拒否する権利 

・利用の停止及び消去を求める権利 

・共有された情報の開示を求める権利 

 

（問い合わせ先） 

4 ＭＣＳに関するお問い合わせは下記までご連絡願います。 

津久見市在宅医療・介護連携推進事業推進会議 

津久見市役所長寿支援課    TEL：0972-82-4111 / FAX：0972-82- 

津久見市医師会（事務局）   TEL：0972-82-1123 / FAX：0972-82-8411 

 

 

 

 

 



＜別紙様式４＞② 

在宅医療・介護連携のためのメディカルケアステーション（MCS）における個人情報使用同意書 

 

      年    月    日 

 

 私は、「メディカルケアステーション」（ＭＣＳ）における個人情報使用に関する事項について説明を受け、

いずれも同意します。 

 

＜利用者本人＞ 

 

氏 名：                              

 

住 所：                              

 

＜家族等＞ 

 

   氏 名：                              （続柄        ） 

 

   住 所：                              

 

 

＜説明者＞ 

 

連携元事業所名：                             

 

氏     名：                             

 

 

 

 

   ※原本を連携元事業者、写しを利用者が所持すること 


